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清見・荘川地域の図書館情報をお知らせします

発行日 2026年10月1日 発行元 高山市図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター

◆ 清見分館 ◆

きよみ館２階

電話 0577-68-2211

◆ 荘川分館 ◆

荘川総合センター内

電話 05769-2-2211

休 館 日 休 館 日

10月
5日(月)・13日(火)・19日(月)

  26日(月)
10月 5日(月)・13日(火)・19日(月)

11月 4日(水)・ 9日(月)・24日(火) 11月
2日(月)・ 4日(水)・16日(月)

24日(火)・30日(月)

12月 14日(月)・28日(月) 12月 7日(月)・21日(月)

【年末年始休館日】 12月29日(火)～1月3日(日) ※荘川分館は1月4日(月)も休館

開館時間 午前9時30分～午後9時30分

スタッフ滞在時間 月～金（祝日含む）午後1時～午後5時

土日 午前10時～午後5時

X Instagram Facebook YouTube

携帯電話のバーコードリーダー機能
を利用して二次元コードを読み込むと、
高山市図書館のSNSにアクセスできま
す。※機種によっては正しく表示され
ない場合があります。ご了承ください。

高山市図書館は煥章館と分館がネットワークでつながっています。
利用者カードを共通して使えます。

■■ 特集のご案内 他館からも特集資料を集めます ■■
◆ 清見 ◆ ◆ 荘川 ◆

10

月

高山本線の列車の変遷 友との思い出 わが学び舎

『高山線の60年』 『保存版飛騨の今昔』
田中 泰三／写真 道下 淳／解説 道下 亨／編者

郷土出版社 1994年 686.2タ 他 郷土出版社 2006年 215.3ホ 他

11

月

お仕事小説 裏側をのぞいてみたら…

『こまどりたちが歌うなら』 『雑学で日本全史 舞台裏から歴史を読む』
寺地 はるな／著 集英社 歴史の謎研究会／編

2024年 913.6テ 他 青春出版社 2022年 210.04ザ 他

12

月

雪 人生100年 みんなでツナガル

『きらきら』 『認知症の母が、ロマンス詐欺に！？』
谷川 俊太郎／文 吉田 六郎／写真 広 みか／著

アリス館 2008年 Eキ 他 文芸社 2026年 916ヒ 他

清見・荘川の気になる情報を取り上げます

PICK UP！ 図書館HP

■■ 分館フェア 10/1～10/31  ■■
今年は昭和が始まってから100年目！

過去100年の歴史を振り返る展示を行います。

「高山本線の列車の変遷」

10月14日の「鉄道の日」に合わせ、高
山を走った列車を紹介します。この機会に
高山本線のことを知ってみませんか？

パネル写真の展示、ぬりえの配布も行い
ます。完成したら飾るので持ってきてね♪

＜清見分館＞ ＜荘川分館＞

ひねり踊りを知っていますか?
①現在はひねり踊りとよんでいるのならひねり踊りでいいのでは
③濁点がなく一行が長い

起 ②ひねりがどういうものなのかの説明が欲しい④起承転結がない

ひねり踊りとは、民謡にあわせて、甲冑姿などの衣装をつけた大勢の人々が
行列をつくって練り歩く踊りです。

承 ⑤飛騨の領主三木・内ケ島?金森長近?江戸時代? 大名行列?時代があわ
ない→時代をカット

一説によると昔、村人達が思い思いの変装をして、祝い行事の時に踊ってい
たものがやがて各神社の奉納行事となったようです。

転

荘川町では、昭和初期頃まで行っていましたが、戦争や戦後の経済状態、指
導者が得られなかったことなどから、徐々にすたていましたが、以前1907
年（明治40年）社殿遷宮祝いに清見町上小鳥の八幡神社がすたれた踊りを荘
川町三尾河白山神社から習い7年ごとに奉納していたことから、今度は上小
鳥の八幡神社に習い1983年（昭和58年）に復活し3年ごとの村の行事とし
て行っていました。

結

しかし、村の行事も市町村合併や人手不足などから存続ができなくり、また、
すたれてしまいましたが、ひねり保存会を中心に方々の熱意と努力により再
度復活しました。今年は10月にひねり踊りが開催されるのでぜひ足を運んで
みてはいかがでしょう。

注）名称はひねりの舞でしたが荘川町では1974年（昭和49年）ひねり踊りに変更
しました。

参考資料

『荘川村史 続巻』荘川村史編纂委員会／編集 荘川村 2005年 215.3シ3

『荘川村の祭礼と民謡』村中 利男／編者 荘川村役場 1985年 382.1シ

『清見村誌 下巻』清見村誌編纂委員会／編 清見村誌編集室 1976年 215.3キ2

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編 清見村教育委員会 1983年 215.3フ

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編集 清見村教育委員会 2003年 215.3フ

「友との思い出 わが学び舎」

友と過ごした懐かしき思い出。荘川
地区の学校の移り変わりをさくら学園
開校まで紹介。給食と制服の変化も
紹介します。

※赤字のとろこ、何も典拠を探してない。
読みづらいので西暦をカット
広報しょうかわ第1巻p1147    50年ぶりの復活

ひねり踊りを知っていますか?

ひねり踊りとは、民謡にあわせて、甲冑姿などの衣装をつけた大勢の人々が、行列を
つくって練り歩く踊りです。

一説によると昔、村人達が思い思いの変装をして、祝い行事の時に踊っていたものが、
やがて各神社の奉納行事となったということです。

荘川町では、昭和初期頃まで行っていましたが、戦争や戦後の経済状態、指導者が得
られなかったことなどから、徐々にすたていましたが、明治40年に清見町上小鳥の八幡
神社が、社殿遷宮祝いにすたれた踊りを荘川町三尾河白山神社から習い、7年ごとに奉
納していたことから、今度は上小鳥の八幡神社に習い、昭和58年に復活し3年ごとの村
の行事として行っていました。

しかし、人手不足などから令和元年「ひだ荘川ふるさと祭り」の閉幕により存続がで
きなくり、一時途絶えていましたが、令和5年に荘川の伝統を後世に残す熱意と努力に
より「音と舞の祭典」が企画され再度復活しました。今年は10月にひねり踊りが開催さ
れるのでぜひ足を運んでみてはいかがでしょう。

注）名称はひねりの舞でしたが荘川町では1974年（昭和49年）ひねり踊りに変更しました。

参考資料

『荘川村史 続巻』荘川村史編纂委員会／編集 荘川村 2005年 215.3シ3

『荘川村の祭礼と民謡』村中 利男／編者 荘川村役場 1985年 382.1シ

『清見村誌 下巻』清見村誌編纂委員会／編 清見村誌編集室 1976年 215.3キ2

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編 清見村教育委員会 1983年 215.3フ

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編集 清見村教育委員会 2003年 215.3フ

◆ミニイベント◆

「鉄道模型で『ひだ号』を走らせよう！」
日時：10月11日(日)・24日(土)

午前の部 午前10時～12時
午後の部 午後2時～4時

場所：清見分館前

参加無料・申込不要 大人も大歓迎！

■■ 分館フェア 展示「昭和100年」10/1～10/31 ■■

今年は昭和100年目！
高山市図書館の各分館が100年を
振り返る展示を行います。
10月は分館を巡ってみませんか。

ひねりの舞（踊り）を知っていますか?

発祥は1585年（天正13年）当時の飛騨の領主三木・
内ヶ島を破った金森長近が大名行列をつくり錬り歩いた
様を見た人々が真似て踊ったものだと言われています。

月日は流れ村人達が思い思いの変装をして祝い行事の時
に踊っていたものが各神社の奉納行事となったようです。

清見町上小鳥の八幡神社は1907年（明治40年）社殿
遷宮祝いに、荘川町三尾河白山神社から習い7年ごとに
奉納。荘川町では、昭和初期頃まで行っていましたが
徐々にすたれ、上小鳥の八幡神社に習い1983年（昭和
58年）に復活し3年ごとの村の行事として行っていまし
た。

行列は露払い、道掃き、弓引きなどが並び絢爛豪華に
行われていたそうです。

注）清見町上小鳥の八幡神社のひねりの舞いは、高山市無形民俗文化
財に指定。

注）名称はひねりの舞でしたが荘川町では1974年（昭和49年）ひね
り踊りに変更しました。

参考資料

『荘川村史 続巻』荘川村史編纂委員会／編集 荘川村 2005年 215.3シ3

『荘川村の祭礼と民謡』村中 利男／編者 荘川村役場 1985年 382.1シ

『清見村誌 下巻』清見村誌編纂委員会／編 清見村誌編集室 1976年
215.3キ2

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編 清見村教育委員会 1983年
215.3フ

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編集 清見村教育委員会 2003年
215.3フ

ひねり踊りを知っていますか?

ひねり踊りとは、鎧武者などの衣装を身につけた人々が行列を組み、囃子にあわせて
踊りながら練り歩く、荘川と清見に伝わる郷土芸能です。一説によると昔、荘川村の祝
い行事の時に村人達が思い思いの変装をして踊っていたものが、やがて各神社の奉納行
事として受け継がれたと言われています。

清見村上小鳥地区の八幡神社では、明治40年の社殿遷宮祝いとして荘川村の三尾河白
山神社から踊りを習い、以後7年ごとに神事として奉納しました。一方、荘川村では昭
和初期頃まで行われていましたが、戦争や戦後の経済状態、指導者が得られないなどの
理由から徐々に廃れていきました。

それから50年。荘川村でひねり保存会が発足すると、今度は清見の八幡神社から踊り
を習い、また3年にわたって資料を集めるなどして、昭和58年にひねり踊りが復活。そ
の後は荘川の一大イベントとして3年ごとに行われました。

人手不足などから、令和元年の「飛騨荘川ふるさと祭り」の閉幕とともに荘川のひね
り踊りは再度途絶えてしまいましたが、令和5年、荘川の伝統を後世に残すという町民
の熱意と努力によって「音と舞の祭典」が企画され、ふたたび復活しました。今年は10
月にひねり踊りが披露されます。ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。
注）当初の名称は「ひねりの舞」でしたが、荘川では1974年に「ひねり踊り」に変更されました。

参考資料

『荘川村史 続巻』荘川村史編纂委員会／編集 荘川村 2005年 215.3シ3

『荘川村の祭礼と民謡』「荘川村の祭礼と民謡」編集委員会／編集 荘川村役場 1985年 382.1シ

『飛騨の神社』土田 吉左衛門／編 飛騨神職会 1987年 175.9ヒ

『ふるさと清見』ふるさと清見編集委員会／編集 清見村教育委員会 2003年 215.3フ

『広報しょうかわ 縮刷版 第2巻』荘川村役場総務課／編集 荘川村役場総務課 2005年 318.5コ2



◆不用雑誌・図書リサイクル◆

日時：11月14日(土)・15日(日)
午前10時～

場所：清見分館

保存期間の過ぎた雑誌、不用となった
図書を無料提供します。

資料がなくなり次第終了します。

※次回は2月13日(土)・14日(日)です。

≪ イベントはすべて参加無料・申込不要 くわしくはポスター・チラシをごらんください ≫

※次回「冬のお楽しみ図書館の日」は
1月9日(土)・10日(日)です。

◆出張おはなし会◆

日時：10月3日(土)
11月7日(土)
午前10時30分～

場所：きよみ館3階
わくわくルーム

どなたでも
参加できますよ！

清見分館 荘川分館

秋の お楽しみ

図書館の日清見読み聞かせボランティア「ほんこさんの会」のみなさんが、おはなし会や
子育てする中で、お子さんに好評だった絵本を紹介します♪

『だるまさんが』

かがくい ひろし／さく
ブロンズ新社
2008年 PEダ

＊掲載されている表紙画像は掲載許可済みです。

<ほんこさんの会さんのコメント>
お子さんを、おひざにのせて

「だ・る・ま・さ・ん・が…」
と左右にゆれると、あ～ら不思
議！リズムにのって大人まで楽
しくなってしまいます。

ボランティアさんによる絵本の読み聞かせやパネルシアター

などをする、おはなし会のスペシャルバージョンです。
参加してくれたお友達には工作キットをプレゼント！

☆ おはなし会スペシャル ☆彡

－－－あらすじ－－－

フラーケ族のバイキング、ハルバル族長
が誘拐された！狙いは「神々の秘宝」に
あるようだ。少年バイキングのビッケは、
族長と秘宝を探しだすため海賊船で出航、
七つの海を渡ることに。その先には数々の
苦難が待ち受けていた。

（紹介文はTRC MARCより引用）

日 時：12月12日(土)
午前10時30分～11時

場 所：きよみ館2階 和室
協 力：「ほんこさんの会」さん

工作キット

「くるくるたここぷたー」
お家で作ってね。

日 時：10月31日(土)
午前10時30分～11時30分

場 所：荘川さくら学園 地域交流スペース
協 力：「荘川読書サークル」さん

不用雑誌・図書リサイクル

日時：10月10日(土)・11日(日)
午前10時～

なくなり次第終了
場所：荘川分館

秋のおはなし会

日時：10月10日(土)
午前10時30分～11時30分

場所：荘川分館

ほんこさんの会が選ぶ赤ちゃん絵本

今回のおはなし会の工作は
「ジャンピングへびさん」
を作るよ!!

わくわく上映会

―上映作品―

『ビッケと神々の秘宝』
（2011年／ドイツ／96分／吹替版）

日時：10月11日(日)
午後1時～2時40分

場所：荘川総合センター 文化ホール

おはなし会スタンプラリーに参加しよう！

高山市図書館のおはなし会に参加するとスタンプ
がもらえます。10コ集めると好きなメダルをプレ
ゼント♪

スタンプの絵柄は各館によって異なり、清見分館
は「ラベンダー」！全部で8種類あるので、ぜひい
ろんな館のおはなし会に参加して集めてみてね

各おはなし会の日程については図書館SNSをチェック！

工作キット「ゆらゆらこびと」
台紙をゆらすと、こびとが ゆらゆら ゆれる！

開催日時はリサイクルより早いが、
出張おはなし会とスタンプラリーを並べて記載したい。
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